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第
十
回
公
演「
春
駒
日
記
」、第
十
二
・

十
三
回「
ビ
ル
マ
の
耳
飾
り
」、
第
十

六
回「
と
ね
湖
の
お
ろ
ち
」な
ど
見
せ

て
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
か
ら
も
多
く
の

仲
間
た
ち
と
協
力
し
て
細
く
長
く
続

く
こ
と
を
念
じ
て
い
ま
す
。

◆
倉
澤
新
平

　
脚
本（
書
下
ろ
し
）年
表

昭
和
村
青
年
と
演
劇

現
在
の
昭
和
村
青
年
演
劇
を
見
る

と
き
、
川
額
の
倉
澤
新し
ん

平ぺ
い

君
が
伝
統

を
引
き
継
い
で
い
る
事
は
誠
に
素
晴

ら
し
い
事
で
あ
る
。

村
の
歴
史
を
た
ど
っ
て
見
る
と
、

昭
和
四
十
一
年
か
ら
昭
和
五
十
年
代

に
森
下
の
綿
貫
賢け
ん

一い
ち

君
の
活
躍
を
記

憶
し
て
い
る
。
当
時
の
記
憶
を
た
ど
っ

て
み
る
と
、
そ
の
時
の
村
教
育
委
員

会
に
は
、
私
の
上
司
で
も
あ
り
、
人

生
の
師
で
も
あ
っ
た
永
井
の
山
口
重し
げ

雄お

氏
が
多
方
面
に
わ
た
り
指
導
を
し

て
い
た
こ
と
を
懐
か
し
く
思
い
出
す
。

昭
和
五
十
年
十
一
月
、
全
国
青
年

祭
演
劇
の「
希
望
の
花
」は
全
国
大
会

で
優
秀
賞
、
舞
台
美
術
賞
、
脚
本
賞

を
受
賞
し
て
い
る
。
こ
の
演
劇
の
作
、

演
出
、
主
演
は
倉
澤
新
平
で
あ
り
、

群
馬
県
青
年
演
劇
の
大
金
星
で
あ
っ

た
。昭

和
五
十
四
年
、
青
年
団
を
退
い

た
倉
澤
君
は
、
仲
間
と
と
も
に
劇
団

「
繭ま
ゆ

」を
結
成
。
劇
団
の
旗
揚
げ
公
演

と
し
て
山
本
有
三
脚
本
の「
嬰え
い

児じ

殺ご
ろ

し
」を
演
出
し
た
。
そ
の
後
も
、
仲
間

を
募
り
な
が
ら
糸
井
の
旧
給
食
セ
ン

タ
ー
を
練
習
場
と
し
て
稽
古
を
重
ね
、

今
日
ま
で
活
動
を
続
け
て
い
る
。

劇
団「
繭
」に
よ
っ
て
沼
田
文
化
会

館
で
行
わ
れ
て
い
る
講
演
に
私
も
何

回
か
見
に
行
か
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

ふるさと昭和　〜歴史を訪ねて〜 第157回

地域包括支援センターだより

地域包括支援センターだより×ハンドメイドカフェ

問合せ　地域包括支援センター　☎２０－１１２６

昭
和
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会

 

　
事
務
局
長  

島
田　
民
夫

音楽療法を体験して脳や身体を健康に

青年団時代
Ｓ
４
５
１
作
目
夜
の
仲
間
た
ち

Ｓ
４
６
２
作
目
卒
業
の
朝

Ｓ
４
７
３
作
目
兄
弟

Ｓ
４
８
４
作
目
秋
の
午
後

Ｓ
４
９
５
作
目
希
望
の
花

Ｓ
５
０
６
作
目
と
も
し
び

Ｓ
５
１
７
作
目
青
い
山
麓

Ｓ
５
２
８
作
目
祭
り
ば
や
し

「繭」時代
Ｓ
５
５

劇
団﹁
繭
﹂結
成

Ｓ
６
０
９
作
目
あ
ら
く

Ｓ
６
３
10
作
目
三
平
峠

Ｈ
３

11
作
目
春
駒
日
記

Ｈ
６

12
作
目
ビ
ル
マ
の
耳
飾
り

Ｈ
２
６
13
作
目
望
郷（
映
画
）

Ｒ
２

14
作
目
と
ね
湖
の
お
ろ
ち

Ｒ
６

15
作
目
望
郷（
舞
台
）

▲言葉遊びで脳の活性化を図ります

地域活性化センター

▲園児も参加し、明るい声が響きます

菜の花館

▲リズムに合わせて体を動かします

　追分住民センター

　音楽療法会が追分住民センター、菜の花館、地域活性化センター、
福祉センター（ふれあい館）の４会場で行われました。
　講師は音楽療法士の高橋由貴子さん（内田病院）が務め、参加者は

「高原列車は行く」や「さざんかの宿」といった聞きなじみのある名曲
で、言葉遊びを取り入れながら歌ったり、全身を使った体操などに
取り組みました。
　「素敵な歌を歌えて良かった」や「楽しく体操をすることができた」
などの声を参加者から聞くことができました。 ▲多くの方が音楽療法を楽しみました

福祉センター（ふれあい館）


